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北
新
地
の
キ
ャ
バ
レ
ー
な
ど
で
休
息
を
と
り

な
が
ら
、
お
菓
子
や
お
寿
司
、
飲
み
物
を
も

ら
い
、
そ
れ
ら
を
袴
の
よ
う
な
ズ
ボ
ン
の
中

に
ど
ん
ど
ん
入
れ
て
お
土
産
に
し
た
。

  

故
郷
を
懐
か
し
い
と
感
じ
る
に
は
自
分
の

記
憶
を
呼
び
起
こ
す
場
所
や
も
の
が
必
要
で

あ
る
。
曽
根
崎
の
よ
う
に
変
化
す
る
こ
と
が

当
た
り
前
の
繁
華
街
で
は
、
視
覚
的
に
思
い

起
こ
す
の
が
む
ず
か
し
い
が
、
変
化
が
大
き

く
て
も
五
感
す
べ
て
を
使
え
ば
懐
か
し
さ
を

感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
見
つ
か
る
の
だ
。

東
大
阪
新
聞
の
歴
史

小こ

山や
ま　

博ひ
ろ
し

大
阪
府
地
方
新
聞
協
会
代
表
幹
事

　

情
報
化
時
代
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
地
域

住
民
に
と
っ
て
は
一
番
身
近
な
出
来
事
を
い

ち
早
く
知
り
、
ま
た
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
の
裏
側
に

あ
る
正
確
な
解
説
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
新

聞
が
あ
れ
ば
、
全
国
紙
よ
り
も
ロ
ー
カ
ル
紙

に
関
心
と
興
味
を
持
つ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

大
阪
東
部
の
河
内
地
域
で
58
年
間
ロ
ー
カ

ル
記
者
を
続
け
て
い
る
小
生
に
、
東
大
阪
新

聞
発
行
人
で
あ
る
小
野
元
裕
氏
か
ら
、
同
紙

の
歴
史
に
つ
い
て
執
筆
を
依
頼
さ
れ
た
。

　

現
在
、
大
阪
府
内
に
ロ
ー
カ
ル
紙
と
呼
ば

れ
て
い
る
新
聞
社
は
10
数
社
あ
る
が
、
東
大

阪
市
に
本
社
を
置
く
東
大
阪
新
聞
が
、
私
の

知
っ
て
い
る
限
り
で
は
一
番
歴
史
が
古
い
。

　

東
大
阪
新
聞
は
、
昭
和
29
年
４
月
24
日
に

第
３
種
郵
便
物
の
認
可
を
受
け
、
平
成
26
年

５
月
号
で
６
８
４
６
号
を
数
え
た
。
一
時
期
、

日
刊
東
大
阪
新
聞
と
し
て
、
土
・
日
を
除
く

週
５
日
発
行
し
て
い
た
時
も
あ
っ
た
が
、
長

期
に
わ
た
り
週
刊
発
行
で
あ
っ
た
。
ち
な
み

に
、
現
在
は
月
２
回
の
発
行
と
な
っ
て
い
る
。

大
阪
府
下
の
ロ
ー
カ
ル
紙
で
６
８
４
６
号
の

紙
歴
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
恐
ら
く
東
大
阪

新
聞
の
他
に
な
い
だ
ろ
う
。

　

同
紙
は
、
昭
和
26
年
ご
ろ
八
尾
市
役
所
東

側
の
八
尾
市
本
町
１
丁
目
で
和
歌
山
県
出
身

の
三み

栖す

元げ
ん

氏
が
創
刊
。新
聞
だ
け
で
な
く
、『
河

内
史
談
』
と
い
う
河
内
の
歴
史
書
も
発
行
し

た
。
執
筆
者
に
は
作
家
の
今
東
光
氏
ら
錚
々

た
る
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
た
。

　

３
年
後
に
長
男
・
三み

栖す

旲こ
う

氏
が
経
営
を
引

き
継
ぎ
、
八
尾
市
を
中
心
と
し
た
ロ
ー
カ
ル
紙

と
し
て
官
公
庁
や
各
種
団
体
役
員
、
国
会
、
府

市
議
会
議
員
、
知
名
の
士
な
ど
を
中
心
に
読
者

を
広
げ
、
地
域
住
民
か
ら
も
身
近
な
情
報
が

よ
り
早
く
分
か
り
や
す
い
と
声
価
を
高
め
た
。

　

昭
和
23
年
に
市
制
を
敷
い
た
八
尾
市
の
初

代
市
長
・

脇
田
幾
松

氏
を
揶
揄

し
て
「
狸

ば
や
し
」

と
い
う
コ

ラ
ム
を
設

け
た
。
発

足
間
も
な

い
八
尾
市

の
市
政
、

経
済
界
の
出
来
事
を
キ
メ
細
か
く
報
道
し
て

好
評
を
博
し
て
い
た
。

　

昭
和
30
年
の
秋
ご
ろ
、
大
阪
市
生
野
区
で

「
中
外
タ
イ
ム
ス
」
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
紙
を
発

行
し
て
い
た
税
理
士
の
高
松
朝
雄
氏
が
、
布

施
、
河
内
、
枚
岡
３
市
を
地
盤
に
社
員
５
、６

人
で
活
発
な
活
動
を
展
開
。
八
尾
市
へ
も
記

者
を
派
遣
し
て
中
河
内
地
域
で
地
盤
を
固
め

よ
う
と
、
東
大
阪
新
聞
と
合
併
し
、
本
社
を

当
時
の
布
施
市
中
小
阪
に
置
き
、
昭
和
38
年

５
月
株
式
会
社
組
織
と
し
新
社
屋
を
建
設
し

た
。１
階
を
印
刷
工
場
、２
階
を
編
集
室
と
し
、

昭
和
40
年
に
は
日
刊
新
聞
を
発
行
。
近
鉄
大

阪
線
と
奈
良
線
の
現
東
大
阪
市
内
各
駅
の
売

店
に
も
新
聞
を
置
い
た
。
朝
日
新
聞
の
販
売

店
に
配
達
し
、
集
金
業
務
も
委
託
す
る
ま
で

に
な
り
、
社
員
は
15
人
に
も
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
主
筆
の
笠
松
三
郎
氏
が
社
長
と

な
っ
た
。
同
氏
の
死
去
に
よ
り
、
昭
和
50
年

ご
ろ
か
ら
平
成
24
年
10
月
ま
で
佐
治
史
郎
氏

が
社
長
を
務
め
た
。
同
氏
の
死
去
に
よ
り
、

再
び
株
式
会
社
と
し
て
小
野
元
裕
氏
が
代
表

取
締
役
に
就
任
。
ユ
ニ
ー
ク
な
紙
面
づ
く
り

で
河
内
の
地
域
社
会
で
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー

ダ
ー
役
を
務
め
て
い
る
。

「
ゼ
ロ
」
の
発
見

古ふ
る

川か
わ　

武た
け

志し

大
阪
市
史
料
調
査
会
調
査
員

　

映
画
『
永
遠
の
ゼ
ロ
』
が
話
題
で
あ
る
。

自社印刷工場もあった東大阪新聞社。当時、編集長の
筆者。

周
知
の
如
く
百
田
尚
樹
氏
の
同
名
の
小
説
の

映
画
化
で
あ
る
。
戦
争
を
知
ら
な
い
主
人
公

が
自
分
の
祖
父
が
特
攻
隊
員
で
あ
っ
た
こ
と

を
知
り
、
戦
争
と
い
う
も
の
に
向
き
合
っ
て

い
く
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
零
式
艦
上
戦
闘

機
、
通
称
「
零れ

い

戦せ
ん

」。
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る

日
本
海
軍
の
主
力
戦
闘
機
で
あ
り
、
そ
の
名

は
正
式
採
用
年
が
皇
紀
２
６
０
０
年
（
昭
和

15
年
）
の
末
尾
の
「
０
・
零ゼ

ロ

」
を
と
っ
て
い
る
。

太
平
洋
戦
争
の
開
戦
当
初
、
そ
の
卓
越
し
た

性
能
に
よ
り
、
米
軍
兵
士
か
ら
は
「
ゼ
ロ
フ
ァ

イ
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
て
恐
れ
ら
れ
た
。

　

そ
も
そ
も
ゼ
ロ
は
「
無
」
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
イ
ン
ド
人
が
ゼ
ロ
を
発
見
し
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
る
。「
無
が
あ
る
」
と
い
う
こ

と
の
発
見
に
よ
り
、
数
学
は
革
命
的
な
発
展

を
遂
げ
た
。
仏
教
思
想
に
代
表
さ
れ
る
イ
ン

ド
哲
学
の
ふ
る
さ
と
な
ら
で
は
と
思
わ
れ
る
。

社
会
思
想
の
上
か
ら
ゼ
ロ
を
考
え
て
み
よ
う
。

改
新
、
維
新
、
革
命
、
変
革
…
、
仮
に
悠
久

の
歴
史
を
社
会
体
制
の
変
革
（
リ
セ
ッ
ト
）

と
し
て
捉
え
る
時
、
旧
体
制
、
旧
制
度
、
旧

組
織
を
取
り
あ
え
ず
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
か
ら

始
ま
る
。
そ
う
し
て
そ
の
社
会
を
形
づ
く
っ

て
い
く
思
想
は
、
常
に
「
ゼ
ロ
」
を
発
見
す

る
こ
と
で
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

　

大
阪
に
お
け
る
最
初
の
「
ゼ
ロ
」
は
い
つ

か
？ 

今
年
、
ち
ょ
う
ど
４
０
０
年
を
迎
え
る

大
坂
の
陣
で
大
坂
が
灰
燼
に
帰
し
、
あ
ら
た

な
町
人
の
町
と
し
て
江
戸
時
代
に
登
場
す
る

時
期
。
こ
れ
は
「
町
」
と
し
て
の
大
阪
（
大
坂
）

の
誕
生
と
も
い
え
る
。「
天
下
の
台
所
」や「
水

の
都
」
に
代
表
さ
れ
る
経
済
や
文
化
の
先
進


